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内容 ■特集
・お雑煮文化圏マップ　、うどんvsそば徹底比較、全国ご当地ラーメン、広島vs関西のお好み焼き ・駅弁で巡る全国の旅、学校給食をのぞき見！、
日本全国の発酵食品、外国人シェフ注目の日本食材＆料理　ほか

本体価格
\1,800

発売
2024/2/8

出版社
Ｇａｋｋｅｎ

ISBN
978-4-05-802159-0

内容 「文化の現場」は従来の文化施設だけでなく、観光・産業振興、地域活性化・まちづくりなど地域のあらゆる分野に広がり、地方自治体における文
化政策をめぐる状況は激変している。全国の現場を歩いてきた著者が、歴史・環境・食文化などの視点から、人材や官民協働のあり方に焦点を当
て、よりすぐりの35事例を紹介。

書名
日本のグルメ図鑑

著者名
編集：地球の歩き方編集室

本体価格
\2,800

発売
2024/2/7

出版社
学芸出版社

ISBN
978-4-7615-2879-9

内容 奈良市観光大使を務める活動の中で日本酒に出逢い、大好きになったという大西桃香さん。そんな彼女が47都道府県それぞれの日本酒を1本ず
つ紹介するエッセイです。エッセイに加えて、幻冬舎plusでの連載時の写真のアザーカットや、書籍用に浅草で撮りおろした写真を収録。撮りおろし
写真では大西さんと飲み歩きデートをしているかのような、自然な表情も収められています。

書名
地域創生は文化の現場から始まる

著者名
松本 茂章／著

本体価格
\1,500

発売
2024/2/7

出版社
幻冬舎

ISBN
978-4-344-04230-8

内容 日本の歴史と大和心がわかる渡部式“日本史百人一首”　歴史の曲がり角で燦然と輝く魂歌を古代から戦後まで繋ぐ国史を動かした傑物たちの
「辞世の句」や令和に通じる珠玉の抒情歌など百首を厳選して徹底解説！

書名
47の素敵な日本酒

著者名
大西 桃香／著

本体価格
\1,700

発売
2024/2/1

出版社
扶桑社

ISBN
978-4-594-09688-5

書名
渡部昇一の和歌から見える「日本通史」

著者名
渡部昇一／著

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034567763&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034568826&Action_id=121&Sza_id=F1&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000034569252&Action_id=121&Sza_id=LL&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-05-802159-4&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
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内容 仏教のことをイラストとともに紹介仏教は、日本人の日常生活に深く根付いています。しかし、仏教がどういう宗教なのか理解し、具体的に説明する
のは容易ではありません。そこで本書は、仏教の成り立ちやさまざまな国に広まった経緯、日本仏教が確立して定着するまでの流れなど、仏教の
基礎知識をていねいに紹介しました。

本体価格
\1,600

発売
2024/2/19

出版社
ナツメ社

ISBN
978-4-8163-7505-7

内容 地域はいかに形づくられたか？歴史地理学から紐解くシリーズ第１回配本日本の国土の半分は、山村が占めている。過疎化、限界集落、廃村の
危機といわれるが、我々は山村をどれだけ知っているのか？奈良・京都の都の後背地として古くから重視され、現在では熊野古道などの人気ス
ポットである紀伊山地を例に、山村の成り立ち、人と森林の深いかかわり、西行ら歌人や博物学者たちとの奥行きのある歴史、山岳宗教や修験
道、山村の暮らし、焼畑と林業、そして近代以降の変遷を、歴史地理学から描く。

書名
仏教の教科書

著者名
石田一裕／監修

本体価格
\3,500

発売
2024/2/16

出版社
古今書院

ISBN
978-4-7722-6123-4

内容 万葉集の研究は近来ますます盛んである。
本書は、学界第一線に活躍中の執筆者が、紙数の制限を受けず、テーマに縛られることなく、十分に驥足をのばし、心ゆくまで意を尽した、現万葉
学の進歩に資する鋭利な各新稿論文を収める。

書名
紀伊山地はなぜ歴史の舞台になったか

著者名
米家　泰作／著

本体価格
\12,000

発売
2024/2/15

出版社
塙書房

ISBN
978-4-8273-0543-2

内容 現存史籍最古の峻峰『日本書紀』を考古学・民俗学・文化人類学等、学的な関心により多側面から検討、高峰を極める歴史家の直截犀利な各論
文を収める。

書名
萬葉集研究 第四十三集

著者名
編集：鉄野 昌弘、奥村 和美

本体価格
\8,000

発売
2024/2/10

出版社
塙書房

ISBN
978-4-8273-1535-6

書名
日本書紀研究 第３５冊

著者名
編集：日本書紀研究会

http://rr2.hanawashobo.co.jp/index.php/products/978-4-8273-1535-6
http://rr2.hanawashobo.co.jp/products/978-4-8273-0543-2
https://www.kokon.co.jp/book/b638097.html
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-8163-7505-8&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296



